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課 程 研 究 科 専 攻 合 計
専 門 職 学 位 法 務 法 務 48

研 究 科 専 攻 合 計

博

士

後

期

課

程

経 済 学 経 済 学 6

法

学

民 事 法 学 0
公 法 学 3
小 計 3

文

学

日 本 語 日 本 文 学 17
英 語 英 米 文 学 0
哲 学 3
歴 史 学 2
地 理 学 0
社 会 学 2
心 理 学 8
小 計 32

経 営 学 経 営 学 1

商

学

商 学 6
会 計 学 3
小 計 9

合　計 51

研 究 科 専 攻 合 計

修

士

課

程

経 済 学 経 済 学 18
法 学 法 学 21

文

学

日 本 語 日 本 文 学 15
英 語 英 米 文 学 5
哲 学 21
歴 史 学 17
地 理 学 3
社 会 学 9
心 理 学 27
ジャーナリズム学 6
小 計 103

経 営 学 経 営 学 13

商

学

商 学 5
会 計 学 32
小 計 37

合　計 192

◆ 

大
学
院
・
専
門
職
大
学
院 

◆

◆　学 部　◆
学部 学 科 合 計

一

部

経

済

経 済 8
現 代 経 済 1,192
生 活 環 境 経 済 1,219
国 際 経 済 1,007
小 計 3,426

法
法 律 2,325
政 治 732
小 計 3,057

経
営

経 営 1,648
ビジネスデザイン 830
小 計 2,478

商
マ ー ケ テ ィ ン グ 1,941
会 計 943
小 計 2,884

文

日 本 語 2
日 本 文 学 文 化 566
英 語 英 米 文 679

哲 339
歴 史 644
環 境 地 理 250
人文・ジャーナリズム 1
ジ ャ ー ナ リ ズ ム 561
小 計 3,042

学部総計 17,967

学 部 学 科 合 計

一

部

ネットワ
ーク情報

ネ ッ ト ワ
ー ク 情 報 1,041

人 間 科

心 理 356
社 会 678
小 計 1,034

国際コミュニ
ケ ー シ ョ ン

日 本 語 315
異文化コミュニ
ケ ー シ ョ ン 689
小 計 1,004

合　　計 17,966

学部 学 科 合 計

二
部

経 済 経 済 0
法 法 律 0
商 マーケティング 1

合　　計 1

2025年度学生数
※５月１日現在

学びと体験

　プライベートで旅行することも多いが、仕事

柄、学会などでさまざまなところに旅することが

多い。旅は好きなので、苦にならないが、仕事の

場合は、帰ってからの報告書の作成の類いが大変

に感じることはある。

　海外に行く場合は、できるだけ現地で使われて

いる言葉を覚えていくようにしている。覚えると

いっても、日常会話のフレーズや数字などであ

る。数字を覚えるようになったのは、どこの国だ

ったか、ホテルで朝食をとりにいったときに、ス

タッフの方に部屋番号を英語で伝えたらわかって

もらえなかったことがあったことによる。

　さて、最近、台湾を訪れる機会があった。現地

で買い物をしたとき、商品を３個欲しかったとこ

ろ、１個しか置いてなくて、それを中国語では伝

えられないので、英語と日本語で話したが通じず、

どうしたものかと思っていたら、店主が、私の目

の前にスマホを出してきた。画面を見ると、翻訳

アプリが起動していて、「これに言いたいことを話

してくれ！」とい

う店主の意図を察

して、アプリに日

本語で話すと翻訳され、無事に３個を購入できた。

　仕事上、情報技術のことを話す機会があるた

め、翻訳アプリが使われていることは知識では知

っていたが、海外でも普通に使われていることを

経験できた。

　こんな感じで、知識としてのみあることを実際

に体験することに、好奇心が満たされる質なの

で、美術の教科書で見た「バベルの塔」をトラン

ジットでウィーンに立ち寄ったときに美術史美術

館に見に行ったり、地理の地図帳や授業で学んだ

マラッカ海峡やボスポラス海峡を実際に見て、同

行人には伝わらない中、ひとり感動していた。

　学生の皆さんも、学んだ知識を実際に体験して

みる機会を作ってみると人生豊かになりますよ。

ぜひ、旅をしてみましょう。

 （学生部委員・太田隆博）

　
裁
判
員
裁
判
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
今
後
の
展
望
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
現
場
か
ら
考
え

る
裁
判
員
裁
判
」（
裁
判
員

経
験
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
専

修
大
学
法
学
研
究
所
な
ど
共

催
）
が
５
月
11
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。
弁

護
士
や
元
裁
判
官
、
記
者
や

研
究
者
、
裁
判
員
経
験
者
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
の
報
告
と
、
座
談
会
が
行

わ
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
２
部
構

成
で
、
第
１
部
で
は
こ
れ
ま

で
の
歩
み
と
、
裁
判
員
制
度

に
よ
る
社
会
の
変
化
に
つ
い

て
語
ら
れ
た
。
登
壇
し
た
本

学
法
学
部
の
飯
考
行
教
授
は

「
裁
判
に
市
民
が
加
わ
っ
た

こ
と
で
、
慎
重
な
判
断
が
下

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

評
価
す
る
一
方
で
、「
制
度
発

足
か
ら
16
年
を
迎
え
、

改
め
て
初
心
に
立
ち
返

る
時
期
で
あ
る
。
国
内

外
の
事
例
を
学
び
、
改

善
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
」
と
論
じ
た
。

　
第
２
部
で
は
元
裁
判

官
、
弁
護
士
、
記
者
、

裁
判
員
経
験
者
ら
６
人

に
よ
る
座
談
会
を
開

催
。
守
秘
義
務
、
量
刑

評
議
の
在
り
方
、
裁
判

員
の
辞
退
率
の
高
さ
の

３
点
に
つ
い
て
、
意
見

を
交
わ
し
た
。

　
２
０
２
４
年
度
「
千
代
田

学
」
の
成
果
を
ま
と
め
た
冊

子
が
完
成
し
た
。
千
代
田
学

と
は
、
区
と
区
内
の
大
学
が

連
携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
象

を
多
様
な
切
り
口
で
調
査
・

研
究
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
事
業
で
あ
り
、
本
学
で
は

22
年
度
以
来
、
千
代
田
区
が

持
つ
文
化
的
な
多
様
性
と
国

際
性
に
関
す
る
調
査
・
研
究

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
３
年
目
に
あ
た
る
24
年
度

に
は
、「
千
代
田
区
の
魅
力
を

掘
り
起
こ
す
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
メ
イ
ン
に
据
え
つ
つ
、

学
生
と
地
域
を
結
び
付
け
る

こ
と
、
産
官
学
民
の
橋
渡
し

を
す
る
こ
と
と
い
う
試
み
が

進
め
ら
れ
た
。
国
際
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
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林

貴
徳
准
教
授
が
研
究
代
表
を

務
め
、
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代
田
区
が
備
え
る

魅
惑
的
な
力
を
発
見
す
る
、

あ
る
い
は
「
再
」
発
見
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
学
生
の

グ
ル
ー
プ
「
掘
り
起
こ
し

隊
」
が
組
織
さ
れ
、
同
学
部

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
科
や
日
本
語
学
科
の
学

生
を
中
心
に
、
法
学
部
や
商

学
部
の
学
生
も
参
加
し
た
。

　
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
史
跡

め
ぐ
り
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
江
戸
東
京
ガ

イ
ド
の
会
」
に
よ
る
ガ
イ
ド

と
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
、
学

生
記
者
に
よ
る
神
田
明
神
や

皇
居
の
お
堀
端
に
あ
る
九
段

会
館
へ
の
取
材
も
行
わ
れ

た
。

　
ま
た
、
区
内
の
多
文
化
共

生
の
現
状
と
課
題
を
テ
ー
マ

に
座
談
会
が
催
さ
れ
、
参
加

し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｃ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

Ａ
、
区
役
所
の
国
際
平
和
・

男
女
平
等
人
権
課
、
社
会
福

祉
協
議
会
ち
よ
だ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
各
担
当
者

か
ら
は
、
区
内
で
学
ぶ
大
学

生
に
期
待
の
言
葉
が
向
け
ら

れ
た
。

　
冊
子
で
は
こ
れ
ら
の
活
動

の
ほ
か
、
神

保
町
古
書
店

街
で
の
調
査

や
、
区
内
を

今年３月の成果報告会で、樋口高顕区長

（左）に説明をする小林准教授（右）と根岸

徹郎学部長（中央）

キャンパス周辺の史跡めぐりで

九段会館を取材する学生たち

ソーシャル・ウェルビーイング研究センター

軌跡と国際学術交流
― 11年の研究活動を振り返る ―

研究センター
社社 会知性開発会知性開発

舞
台
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
作
品
制
作
の
取
り
組
み

も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　社会知性開発研究センターに設置されたソーシャル・ウェルビーイング研究センター

（以下ＳＷＢセンター）は国際学術研究レベルでの活動を行ってきた。その成果はアジ

ア８カ国・地域にまたがる強固な国際コンソーシアムの構築、若手研究者の育成など多

岐にわたる。2025年３月に11年間にわたる活動に幕を下ろした。

　ＳＷＢセンターは文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業の助成を受け、

①東・東南アジア各国のソーシャル・ウェルビーイング（社会的幸福）の国際比較研究

②各国の研究機関との連携による国際研究コンソーシアムの構築を目的に、原田博夫代

表（経済学部教授＝当時）と金井雅之事務局長（人間科学部教授）を中心に活動を開始

し、経済、商、人間科学部など学内の多様な研究者が参画した。

　国際比較研究調査（ＳｏＷＳＡ）は日本を含む７カ国で順次実施され、その成果はソウ

ル国立大学ＫＯＳＳＤＡのデータアーカイブで世界に公開された。国際コンソーシア

ムは、ベトナム社会科学院、チュラロンコン大学（タイ）、ソウル国立大学（韓国）、イ

ンドネシア大学、アテネオ・デ・マニラ大学（フィリピン）、アカデミア・シニカ（台

湾）、独立モンゴル研究所の８カ国・地域に拡大。国内では情報・システム研究機構デ

ータサイエンス共同利用基盤施設社会データ構造化センターと共同研究を行った。

　文科省の助成終了後、ＳＷ

Ｂセンターは学内研究プロジ

ェクト（代表：嶋根克己人間科

学部教授）として継続した。

22年からは日本学術振興会の

助成を受け、「アジア型社会関

係資本を活かした途上国にお

ける能動的レジリエンスの醸

成」（コーディネータ：金井教

授）が始動した。このプロジ

ェクトは国際コンソーシアム

のネットワークを活用し、①フォトボイス調査による比較研究②国際シンポジウム③若

手研究者育成ワークショップを目的とした。ワークショップでは各機関から若手研究者

２人を招致し、日本、インドネシア、モンゴルを開催地として毎年夏に開催された。

　研究活動期間中、国際シンポジウムは参加各国を会場に毎年のように開催された。Ｓ

ＷＢセンター発行の英文機関紙“The Senshu Social Well-being Review”（後に“Social Well-Being 
Review”）に世界各国から寄せられた学術論文は70本に迫る。また同センターの研究成果
は、本研究事業に携わった国内外の教員を迎えて大学院共通科目「特殊問題特論」（担

当：飯沼健子経済学部教授）として生かされている。

　外部資金の採択期間満了に伴いＳＷＢセンターは活動を終了したが、国際的な学術ネ

ットワーク、ソーシャル・ウェルビーイング研究、国境を越えた若手研究者の交流は今

後も発展していくことが期待される。 （嶋根克己）

2023年９月、インドネシア・ジャカルタ歴史博物館で。

ＳＷＢセンター、国際コンソーシアム、若手研究者の

メンバー（写真提供・インドネシア大学）

24
年
度
千
代
田
学

成
果
ま
と
め
た
冊
子
完
成

社会の変化について意見を交わした第１部

裁
判
員
裁
判
の
今
後
を
展
望

弁
護
士
や
経
験
者
ら
が
報
告

【冊子ＰＤＦ】


